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１. 自己紹介 



大槌町地域おこし協力隊「仕事と暮らしのプロデューサー」。  

100Action（ヒャクション） 代表。  

岩手県北上市出身。27歳。  

ビジネス系専門学校を卒業後、人事労務コンサルティング、起業支
援／資金調達コンサルティング部門の新規立ち上げ、採用人事コン
サルティング部門の新規立ち上げを経験。（仙台→東京）  

その後、独立しフリーランスとして活動。  

2020年に地元岩手へUターンし、地域振興系の企画/プロジェクト制
作会社へ入社。政策・戦略のプロジェクトパートナーとして、プランニ
ングおよびディレクションに従事。  

2021年に大槌町地域おこし協力隊として着任。（一社）おらが大槌夢
広場のメンバーとして、移住定住事務局の立ち上げ・運営に尽力中。  

プロフィール 

伊藤 将太  Ito Syota
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２. 移住定住事務局とは 



移住定住事務局とは  6

私たちは　 

みんなで みんなの 「居・色・自由」 をかたちに。という理念のもと、 

仕事と暮らしの側面からあなたに寄り添い、あなたらしい生き方を共につくります。 

 

【居】　・・・　居心地、居場所  

【色】　・・・　地域の色、住む人の色、関わる人の色  

【自由】・・・　自由、あなたらしさ、想いの実現  

 

みんなで みんなの  

大槌町のこれからを  

つくっていこう！ 

2021年12月〜
本格スタート！



移住定住事務局とは  7

【移住定住事務局】 

-　広報PR 

-　空き家バンク 

-　関係人口PJ etc... 

【フードバンク事業】 

【協力隊事務局】 

　　　　　　　etc... 

【指定管理事業】 

  -　おしゃっち 

  -　大槌町立図書館 

【震災伝承事業】 

  -　語り部/研修 

  -　ツーリズム etc.. 

連携 

連携 

連携 連携 



実際に住んでいる人からのリアルな

声・想いを届ける必要がある！

今住んでいる人を豊かにすることが、

結果として移住者の増加・移住の成功につながる！

なぜ移住”定住”事務局なのか？  8

「自然豊か」だけでは△

「来て来て」だけでは△  

「住めばわかる」だけでは△  

「広告的」な移住PR、「受動的」な移住施策、

「使い古されたコピー」では、もはや移住検討層には響かない。。

これからの移住施策／PRは、その地域の「リアルな暮らし」を

発信してくことが重要。飾らないありのままの姿がブランドとなり、

その地域と本当にマッチする移住人口（や関係人口）を惹きつける！



３. 移住定住事務局の 
　　  立ち上げと活動内容 



移住定住
事務局

空き家／空き地
バンク

おおつち
　　×  くらし

おおつち
　　×  しごと

関係人口づくり

協力隊
事務局

広報・PR
地域ブランディング

移住定住事務局の活動内容  10

【大槌町の認知度を上げる／接点をつくる】
・移住定住WEBサイトの制作〜運営
・SNS運用（Twitter・Facebook・Instagramなど）
・各種PRイベント、外部主催ツアーへの参加

【大槌町で暮らすことのハードルを下げる（イメージしやすくする）】
・移住定住WEBサイトに専用ページ制作
・空き家／賃貸／空き地の情報収集〜整理〜公開
・空き家活用ハンドブックの制作

【大槌町に魅力ある仕事・魅力ある仕事人がいることを認知してもらう】
・移住定住WEBサイトに専用ページ制作
・地域おこし協力隊の採用プロモーション
・「おおつち×しごと」メディアの制作〜運営

【大槌町に暮らしている人・暮らしたい人が知りたい情報を一元化する】
・移住定住WEBサイトに専用ページ制作
・「おおつち×くらし」ハンドブック等の制作
・「おおつち×くらし」メディアの制作〜運営

【「第nのふるさと」を共につくり、大槌町との新しい関わり方を模索する】
・移住定住WEBサイトに専用ページ制作
・関係人口施策の企画〜運営　　・移住体験ツアーの企画〜運営

2021年12月〜
本格スタート！



活動紹介：地域おこし協力隊の採用プロモーション  11

大槌町地域おこし協力隊は2021年4月からスタート。 

1期メンバー８名＋1.5期メンバー２名の合計10名が活動中。 

ミッション型・会計年度職員型ではなく、「受け入れ事業者型・業務委託型」を導入。 

月一の合同ミーティング＆個人メンタリング制度を導入。協力隊同士の交流も活発！ 

遅めのスタートだからこそ、多くの制度活用事例を参考に 

「日本一柔軟で活動しやすい協力隊チーム」を目指す！！ 

現在、4月着任予定の協力隊2期メンバーを募集中。（1月31日まで） 

【観光】【ジビエ】【地域福祉】【移住定住】【林業】【水産業】の６分野で募集。 

明日25日（火）18時からオンライン募集説明会を開催予定。気になる方はぜひ！ 



活動紹介：地域おこし協力隊の採用プロモーション  12

移住定住サイト
「ココカラオオツチ」

移住マッチングサイト
「SMOUT」

移住マッチングサービス
「LOCAL MATCH」



活動紹介：地域おこし協力隊の採用プロモーション  13

募集告知チラシ



４. 大槌町と 
　　　　     関係人口の可能性 



関係人口とは？  15

参照：総務省「関係人口ポータルサイト」より 

「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々を指す言

葉。地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面していますが、地域によっては若

者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り始めており、「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担

い手となることが期待されている。（総務省「関係人口ポータルサイト」参照） 

 

 



大槌町と関係人口の可能性  16

東日本大震災で甚大な被害を受けた。 

 

 

復興ボランティアとして多くの方々が 

大槌町と関わりを持ってくれた。 

 

 

移住者や町外の人への抵抗感が少ない。 

（寛容な地域性が根付いている） 

 

町外の人も含め「みんなで支え合う」 

風土が醸成されている。 

 

 

 

関係人口を増やしていくための土壌が
大槌町にはある！！

人口１万人弱の小さな町だからこその 

「手付かずの地域資源」「地域課題」 

＝「関わりしろ」があふれている。 

 

地域事業者が地域振興や地域活性化の 

取り組みに協力的。 

 

「まずはやってみよう！」精神がある。 

 

 

 



５. 今後の展望について 



今後の展望について  18

大槌町地域おこし協力隊「ちおこ」の活動強化＆ブランディング  

 

 
関係人口プロジェクトおよびコミュニティの形成　→　協力隊募集や地域復業への発展など  

 

 
「おおつち×しごと」「おおつち×くらし」を起点とした体験プロジェクト等の企画  

 

 
空き家／空き地バンクの立ち上げ〜運営　→　利活用プロジェクトの立ち上げ  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関係人口プロジェクトとの連携も検討）  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etc...  

 

地域の根底を支える「仕事」と「暮らし」という側面から 

誰もが想いを実現できる「人」と「場所」をつくっていきます！ 

 

 



ご清聴、ありがとうございました。 


